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完成した豊茂小学校

九桜の茂る静カ)7d:谷あいに Q載る

C3i)審議窃命感お命
昨
年
八
月
二
十
五

日
に
着
手
し
た
豊
茂

小
学
校
改
築
工
事
は
、

総
工
事
費
一
億
七
千

九
十
七
万
三
千
円
を

か
け
て
、
こ
の
た
び

完
成
し
ま
し
た
。

新
校
舎
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階

建
て
で
、
建
物
面
槙

は
一
四
一
立
一
平
方
灯
、

一
階
は
校
長
室
、
職

員
室
、
保
健
室
、
普

通
教
室
二
、
二
階
は

図
書
室
、
特
別
活
動

室
、
必
H

通
教
室
三
、

三
階
は
音
楽
室
、
凶

て
一
室
、
理
科
室
、
家

庭
科
室
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
一
円
て
卜
七
日
に

は
、
新
校
舎
落
成
式

が
盛
大
に
行
わ
れ
、

こ
の
間
円
か
ら
は
、

大
和
川
の
せ
せ
ら
ぎ
}

を
聞
き
な
が
ら
、
桜

の
茂
る
静
か
な
谷
あ

い
に
あ
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
は
伸
び
伸
び

と
学
習
に
励
む
こ
と

で
し
ょ
う
。
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惣
瀬
地
区
排
水
路

整
備
費
な
ど

一
般
会
計
補
正

臨時議会@この人

五
卜
七
年
度
一
般
会
計
に
今
回
、
一

千
九
百
八
万
円
が
補
正
さ
れ
、
同
会
計

予
算
額
は
、
四
十
億
四
千
九
百
六
十
四

万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
補
正
さ
れ
た
予
算
の
お
も
な
使

い
み
ち
は
次
の
通
り
。

{
民
生
費
}
老
人
保
健
法
の
制
定
に
よ

り
、
新
た
に
老
人
保
健
特
別
会
計
が
設

置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
運
営
に
必

要
な
繰
出
金
二
百
六
十
三
万
四
千
円
。

{
衛
生
費
}
昨
年
、
伝
染
病
が
発
生
し

た
た
め
、
そ
れ
に
要
し
た
経
費
九
十
万

二
千
円
。

{
農
林
水
産
業
費
]
惣
瀬
地
区
内
排
水

路
整
備
の
た
め
の
工
事
費
、
不
動
滝
治

山
工
事
の
補
助
割
当
が
あ
り
そ
の
事
業

長
浜
町
議
会
第
一
回
臨
時
会
が
一
月
二

十
五
日
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、
一

般
会
計
補
正
予
算
、
老
人
保
健
特
別
会
計

予
算
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
、
指
定
金
融
機
関
の
設
置
、
長
浜
町
重

度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
な
ど
町
提
出
の
議
案
十

件
、
議
会
か
ら
の
報
告
案
件
一
件
で
、
議

案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、
報
告
案

件
は
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
お
も
な
も

の
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

費
、
地
域
改
善
対
策
事
業
と
し
て
、
追

加
割
当
が
あ
っ
た
憎
生
沖
の
魚
礁
設
置

事
業
費
な
ど
。

公
金
を
取
り
扱
う
金
融
機
関
に

長

浜

町

青

果

的

農
協
を
指
定
刊

一
月
二
十
五
日
聞
か
れ
た
町
議
会
第

一
回
臨
時
会
で
、
長
浜
町
の
公
金
の
収

納
や
支
払
事
務
を
取
り
扱
う
金
融
機
関

と
し
て
、
長
浜
町
青
果
農
業
協
同
組
合

を
指
定
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

老
人
保
健
特
別
会

計
を
設
置

昨
年
制
定
さ
れ
た
老
人
保
健
法
の
施

行
に
伴
い
、
老
人
保
健
村
別
会
計
を
設

置
し
ま
し
た
。

従
来
は
老
人
が
医
療
を
受
け
る
た
め

の
費
用
は
す
べ
て
無
料
で
し
た
が
、
二

月
一
日
か
ら
外
来
の
場
合
一
か
月
四
百

円
、
入
院
す
る
場
合
は
一
日
三
百
円
、

二
か
月
間
に
限
り
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
自
治
宝
く
じ

を
買
わ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
収
益
の
一
部
は
、
市
町
村
ま

た
は
地
区
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

に
還
元
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
に
、
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
百
七
十
万
円
の

助
成
を
受
け
、
沖
浦
の
旧
長
浜
中
学
校

運
動
場
に
沖
浦
広
場
(
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

広
場
)
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
広
場
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健

全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

整
備
い
た
し
ま
し
た
。
面
積
お
よ
そ
四

百
平
方
川
で
、
ブ
ラ
ン
コ
、
滑
り
台
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な
ど
の
遊
具
を
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
広
く
ご
利

用
い
た
だ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
育
成

向
上
に
お
お
い
に
役
立
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

大いに利用してほしい沖浦広場
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住町
宅営

入安
居 J

喜す
暴ぐ、
集運

大
和
団
地
に
建
設
し
て
い
る
町
営
住

宅
一
む
ね
十
六
戸
が
ま
も
な
く
完
成
、

町
で
は
回
覧
文
書
で
こ
の
こ
と
を
周
知

し
、
入
居
者
を
募
集
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

こ
ん
ど
完
成
す
る
住
宅
は
、
中
層
耐

火
四
階
建
て
で
、
間
取
り
は
一
号
棟
と

同
じ
で
す
。

入
居
で
き
る
人
は
、
次
の
条
件
が
そ

ろ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

。
町
内
に
住
所
か
、
ま
た
は
勤
務
場
所

が
あ
る
人

。
現
在
住
む
家
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
人

。
現
在
家
族
が
二
人
以
上
の
人
、
ま
た

は
結
婚
す
る
予
定
の
人

。
敷
金
と
し
て
家
賃
三
か
月
分
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
人

。
申
込
者
よ
り
収
入
が
多
い
町
内
居
住

の
保
証
人
一
一
人
が
あ
る
人

お知らせ

む
早
め
に
@
お
忘
れ
な
く

町
・
県
民
税
の
申
告

3
月
間
目
ま
で
で
す

昭
和
瓦
十
八
年
度
分
「
町
・
県
民
税
」

の
申
生
円
の
受
付
は
一
二
月
十
丘
日
ま
で
で

す。〔
こ
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人〕
今
年
一
月
一
日
現
在
に
む
い
て
、
長

浜
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
で
次
の
よ

う
な
人
。

給
与
所
得
者
の
場
合

女
給
与
所
得
の
ほ
か
に
収
入
の
あ
る
人

。
収
入
が
基
準
に
適
合
す
る
人

例
え
ば
、
四
人
家
族
が
一
人
の
収
入

で
生
活
し
て
い
る
家
庭
の
場
ム
円
で
あ
れ

ば
、
年
間
総
収
入
が
二
百
九
十
五
万
円

以
下
(
月
収
二
十
四
万
五
千
八
百
三
十

三
円
以
下
)
で
あ
る
こ
と
。

入
居
者
の
決
定
は
、
入
居
者
選
考
委

員
会
の
意
見
を
聞
き
、
適
当
と
認
め
ら

れ
た
人
を
対
象
に
公
開
抽
せ
ん
を
行
っ

て
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
完
成
す
る
と
、
大
和
団
地
の

町
営
住
宅
は
三
十
二
戸
と
な
り
ま
す
。

(例

i
農
業
、
家
賃
、
地
代
な
ど
)

女
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
を
提

出
さ
れ
な
い
人

給
与
所
得
者
以
外
の
人
の
場
合

女
昭
和
五
十
七
年
中
(
-
月
一
日

1
十

一
一
月
三
十
一

U
)
に
所
得
の
あ
っ
た
人

。
訴
業
や
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
を
営

む
人
で
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ

な
い
人

。
副
業
、
内
職
な
ど
で
所
得
の
あ
っ
た
人

女
雑
損
、
医
療
費
な
ど
の
控
除
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
人

(
こ
の
申
告
を
し
な
く
て
よ
い
人
〕

所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
人

た
だ
し
、
長
浜
町
国
民
健
康
保
険
に 完成間近な大和団地2号棟

加
入
さ
れ
て
い
る
人
は
、
所
得
が
な
い

方
で
も
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

(
申
告
に
必
要
な
も
の
〕

正
し
い
申
侍
が
行
え
る
よ
う
、
次
の

書
類
な
ど
を
添
え
て
、
ま
た
は
こ
持
参

く
だ
さ
い
。

大
町
・
県
民
税
の
申
告
書

品
開
印
鑑

女
給
与
所
得
者
の
場
合
は
源
泉
徴
収
票

食
事
業
を
し
て
い
る
方
は
、
各
種
常
業

帳
簿
、
決
算
書
、
収
入
明
紹
主
目

女
そ
の
他
、
所
得
を
証
明
す
る
書
類

女
医
療
費
、
生
命
保
険
料
な
ど
の
支
弘

領
収
書

〔
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
〕

所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
を
交
付
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

無
料
で
閲
覧

固
定
資
産
課
税
台
帳

3
月

1
日
1
2
日

町
で
は
、
あ
な
た
の
土
地
や
家
尾
な

ど
の
資
料
「
同
定
資
産
課
税
台
帳
」
を

J

一
月
一
日
か
ら
一
一
一
月
二
十
二
日
ま
で
の

聞
に
限
り
、
役
場
税
務
課
で
無
料
で
わ

見
せ
し
ま
す
。

自
分
の
土
地
や
家
屋
な
ど
、
固
定
資

産
に
つ
い
て
知
る
よ
い
機
会
で
す
。
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
国
民
年
金
L

を
引
き

続
き
受
け
る
た
め
に

老
齢
年
金
や
通
算
老
齢
年
金
を
引
き

続
き
受
け
る
た
め
に
は
、
「
国
民
年
金
受

給
権
者
現
況
届
」
を
毎
年
、
誕
生
月
の

末
日
ま
で
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
況
屈
の
用
紙
(
ハ

ガ
キ
)
は
、
毎
年
誕
生
月
の
初
め
ご
ろ

に
社
会
保
険
庁
か
ら
直
接
受
給
者
の
皆

さ
ん
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
そ
の

用
紙
に
住
所
、
氏
名
を
書
き
、
印
か
ん

を
押
し
て
、
市
町
村
長
の
証
明
を
受
け

て
、
必
ず
誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
、
社

会
保
険
庁
業
務
第
一
一
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
、

年
金
の
支
弘
は
、
現
況
届
が
提
出
さ
れ

る
ま
で
の
問
、
一
時
差
し
止
め
ら
れ
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
を
も
っ
て

い
る
皆
さ
ん
ヘ

自
動
車
の
廃
車
な
ど
の
手
続
き

自
動
車
税
の
課
税
時
期
を
控
え
、
三

月
中
旬
を
過
ぎ
ま
す
と
、
廃
車
手
続
き

な
ど
が
一
時
的
に
集
中
し
、
陸
連
事
務

所
や
軽
自
動
車
検
査
協
会
の
窓
口
が
た

い
へ
ん
混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

子
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
の
所
有
者
や
使
用
者
の
変
更

な
ど
に
よ
る
名
儀
変
更
の
手
続
き
に
つ

い
て
も
お
早
め
に
H
f

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
次
記
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

一
普
通
自
動
車
一
:
松
山
市
森
松
町
一

O
七

O
愛
媛
県
陸
連
事
務
所
登
録
資

材
課

g
O八
九
九
五
六
一
五
六
二

{
軽
自
動
車
一
:
-
松
山
市
南
高
井
町
一

八
一
四
二
軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
媛

事
務
所

8
0八
九
九
l

七
五
l

六
七
二

O

入
学
前
で
も
貸
付

就
学
支
度
資
金

児
童
の
福
祉
増
進
を
目
的
と
し
た
、

母
子
、
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
う

ち
、
就
学
支
度
資
金
に
つ
い
て
は
、
昭

和
五
十
八
年
度
か
ら
児
童
の
入
学
前
で

も
資
金
の
貸
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

入
学
ま
で
に
申
請
す
る
場
合
の
申
請

時
期
は
、
進
学
予
定
校
か
ら
の
合
格
通
知

を
受
理
し
て
か
ら
入
学
ま
で
の
聞
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
に
む

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

こ
の
た
び
愛
媛
県
身
体
障
害
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
身
体
に
障
害
の

あ
る
人
に
対
し
て
更
生
に
必
要
な
い
ろ

い
ろ
な
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
機

能
凶
復
訓
練
や
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
の
指
導
な
ど
身
体
障
害
者
の

福
祉
増
進
の
た
め
の
業
務
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
所
在
地
〕
松
山
市
道
後
町
二
丁
目
十

二

番

地

震

O
八
九
九
一
一
同
(
二

O

一

-J
一
一
一
同

利
用
子
続
き
は
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
申

し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
で
験
時
fy
一

一
は
内
議
駐
附
記
F

持
品
一

一
)
」
問
内

M
〓
¥
額
二

-
は
ず
ド
ド
町
判
、
、
、
安
¥
一

一
た

rd選
句
、
一

一
町
内
で
タ
バ
コ
を
買
っ
て
い
た
↑

い
た
お
か
げ
で
、
五
十
六
年
度
一

三
千
七
百
二
十
一
万
七
千
八
百
一

十
円
の
タ
バ
コ
消
費
税
が
町
の
↑

所

に

入

り

ま

し

た

。

一

こ
れ
か
ら
も
タ
バ
コ
は
町
内
で
一

っ

て

く

だ

さ

い

、

不

。

↑

i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
l
L
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た
ば
こ
の
罪
l

火
災
の
原
閃

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

春の全国火災予防運動・保育日記

人
類
が
火
を
利
用
し
始
め
て
か
ら
五

十
万
年
と
も
百
四
十
万
年
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
最
も
火
に
親
し
ん
で
い

る
の
は
「
愛
煙
家
」
で
し
ょ
う
。
彼
ら

の
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
、
必
ず
マ
ッ
チ
か
ラ

イ
タ
ー
が
入
っ
て
い
る
は
、
ず
で
す
。
自

分
で
は
た
ば
こ
を
吸
わ
な
く
て
も
、
知

り
合
い
に
は
、
た
ば
こ
を
吸
う
人
が
い

る
で
し
ょ
う
。
愛
煉
家
の
い
る
お
か
げ

で
、
た
ば
こ
は
わ
た
し
た
ち
に
い
ち
ば

ん
身
近
な
火
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
そ
の
た
ば
こ
、
吸
い
過
ぎ

は
健
康
に
よ
く
な
い
と
か
、
煙
室
口
だ
と

か
H

悪
者
H

扱
い
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
ほ
か
に
も
免
れ
よ
う
の
な
い
罪
を

一
つ
犯
し
て
い
ま
す
|
火
災
の
原
因
と

な
る
こ
と
で
す
。

火
災
原
因
、
た
ば
こ
が
ト
ッ
プ

昭
和
五
十
六
年
中
に
発
生
し
た
火
災

を
出
火
原
因
別
に
見
る
と
、
第
一
位
は

寸
た
ば
こ
」
で
、
以
下
「
火
遊
び
」
「
た

たばこの童心

フ
ィ
ル
タ
ー
付
き
の
た
ば

こ
で
は
、
真
ん
中
か
ら
少
し

根
元
寄
り
の
所
に
重
心
が
あ

り
ま
す
。
た
ば
こ
を
吸
っ
て

い
る
と
き
、
大
方
の
人
は
こ

の
辺
を
指
で
は
さ
ん
で
い
る

は
ず
で
す
。
こ
の
重
心
は
、

た
ば
こ
が
燃
え
る
に
つ
れ
て

根
元
の
方
へ
と
移
動
し
ま
す
。

た
ば
こ
を
吸
う
人
は
、
一
服

ご
と
に
灰
を
落
と
し
た
り
し

2
月
沼
田
1
3月
間
日

き
び
し
の

順
で
す
。

こ
の
弓
ノ
ム
ち

「
た
ば
こ
し

に
よ
る
火

災
の
数
は
、

例
年
、
火

災
全
体
の

四
%
を
占

め
ま
す
。

毎
年
、

二
月

1
三
月
に
か
け
て
は
空
気
が
乾
燥

し
、
風
も
強
く
吹
く
た
め
、
ふ
だ
ん
な

ら
立
ち
消
え
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

小
さ
な
火
で
も
、
火
災
に
つ
な
が
る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
す
。
た
ば
こ
は
炎
を

上
げ
て
燃
え
ま
せ
ん
が
、
一
度
火
が
つ

く
と
そ
の
ま
ま
で
も
七
百

1
八
百
度
の

温
度
を
保
っ
て
く
す
ぶ
り
続
け
ま
す
。

た
ば
こ
を
吸
う
人
も
吸
わ
な
い
人
も
、

豆
粒
く
ら
い
の
火
と
あ
な
ど
ら
、
ず
に
、

な
が
ら
、
は
さ
む
指
の
位
置
を
重
心

の
移
動
に
合
わ
せ
て
変
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
灰
皿
に
置
く
と
き
、
こ

の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
す
。
置

い
た
と
き
は

η

つ
り
合
い
H

の
取
れ

て
い
た
た
ば
こ
も
、
時
間
が
た
つ
と

重
心
が
ず
れ
、
た
た
み
や
、
じ
ゅ
う

た
ん
に
ポ
ト
リ
。
た
ば
こ
を
灰
皿
に

置
い
た
ま
ま
席
を
た
た
な
い
ご
と
は

も
ち
ろ
ん
、
置
く
と
き
も
H

た
ば
こ

の
重
心
H

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ば
こ
に
は
十
分
ご
注
意
を

l
c

火
災
に
結
び
つ
く
た
ば
こ

三
つ
の
パ
タ
ー
ン

た
ば
こ
が
出
火
原
因
の
第
ム
位
、
と

一
亘
っ
て
も
、
正
し
く
喫
煙
し
て
い
れ
ば

何
も
心
配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
ば
こ
が
火
災
に
結
び
つ
く
の
は
「
投

げ
捨
て
」
「
落
下
」
「
消
し
忘
れ
」
の
と

き
で
、
こ
の
三
つ
が
「
た
ば
こ
に
よ
る

火
災
」
の
八
五
%
を
占
め
ま
す
。

た
ば
こ
が
原
因
と
な
っ
た
火
災
で
、

い
ち
ば
ん
多
い
の
が
「
投
げ
捨
て
」
に

よ
る
も
の
で
、
約
六
割
で
す
。

「
投
げ
捨
て
」
に
次
い
で
多
い
の
が

「
落
下
」
で
す
。

灰
皿
に
置
い
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た

た
ば
こ
が
、
た
た
み
や
じ
ゅ
う
た
ん
に

落
ち
る
、
火
を
つ
け
た
ま
ま
持
ち
歩
い

て
い
た
た
ば
こ
の
火
が
落
ち
る

l
た
ば

こ
火
災
の
約
二
割
は
「
落
下
」
に
よ
る

も
の
で
す
。

出
同
回

イ
ラ
イ
ラ
す
る
と
た
ば
こ
の
量
が
増

え
る
、
忙
し
い
時
ほ
ど
た
く
さ
ん
の
た

ば
こ
を
吸
っ
て
し
ま
う
|
そ
ん
な
時
が

危
な
い
の
で
す
。

何
本
も
何
本
も
限
っ
て
い
る
う
ち
消

し
た
か
消
さ
な
い
か
を
忘
れ
、
そ
の
ま

ま
席
を
止
っ
て
し
ま
う
。
た
ば
こ
火
災

の
う
ち
三
番
目
に
多
い
の
は
「
消
し
忘

れ
」
で
す
。

ま
た
、
灰
皿
を
掃
除
す
る
と
き
、
吸

い
殻
を
く
す
ぶ
っ
て
い
な
い
か
よ
く
般

か
め
て
く
だ
さ
い
。

町-%ã.l-%õ~育方音匂""ð"~，"均司内有3宮司，，"，世日，~育町9百世方""日"It-"01J<Yò1J<Yò~~~~<fY'ãG)-'旬。苛旬。子2方向4

むくとし入の閣はくさ持 てむ容輝もをてみち読んもノるき迎ま Y ね登 パエコ~ゴ士工、
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とちお l てアツってアつも言い。はるらをて所さに絵つどひとー下た
はがく積 1イべたいイがあ葉てよ美。うかくにのか本たんとめ人げ M
り乗。木三トをがるト終るが、くしずー順かる大上かが。どと 、ので子
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つて込凶Jたしフつ子肱とと 円〉チ巾
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いミ莞でき部イ lにこも)嵐試外く ?十十ρ可tぷJ警鶏畿とて£、やけ分たほで、
Eる「 Jん屋卜したがをつ 門叩ι乏7誌浸欝鱗欝もく生三ん遊のちほきて
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先
月
は
、
病
気
に
な
J

た
と
き
に

F
)己
も
し
転
医
す
る
と
き
は
、
自
分
受
診
し
士
)
よ
7
0

初
診
で
ど
の
よ
う
に
医
師
に
症
状
を
子
勝
手
に
行
か
な
い
で
、
品
川
の
医
師
に
終
り
に
、
医
師
か
ら
み
た
怒
い
忠

話
せ
ば
よ
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
述
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
す
c

者
の
例
を
少
し
あ
げ
て
み
ま
す
。

べ
ま

L
た
今
回
は
、
診
察
の
あ
と
、
ま
た
、
治
療
を
途
中
で
や
め
て
し
ま
一
与
一
病
名
や
治
療
を
決
め
て
主
ご
、

二
凶
日
以
降
の
か
か
り
方
を
述
べ
て
っ
た
り
、
自
分
の
判
断
で
薬
を
欣
}
パ
だ
そ
れ
を
医
師
に
押
し
つ
け
よ
う
と
す

み

ま

「

。

り

、

や

め

た

り

し

ご

法

い

け

ま

せ

ん

〈

る

患

者

ま
ず
、
初
診
の
と
き
に
薬
を
も
ら
治
療
や
薬
の
ご
と
に
つ
け
て
は
、
特
に
②
た
い
し
た
症
状
で
よ
わ
な
い
の
に

つ

た

均

合

な

ら

、

そ

の

薬

や

や

み

に

往

診

依

頼

を

す

る

を

使

っ

て

み

て

ど

う

で

あ

日

受

牛

立

丙

ま

主

明

食

会

与

一

言

っ
た
か
と
い
う
こ
と
、
ま
ふ
l
k
ふ
I
午
升

y
t
F
7
λ

土
/ι
小
1
4
一
一
一
ロ
声
〈
③
前
に
か
か
っ
た
医

た

、

そ

の

後

の

経

過

な

ど

自

分

勝

手

な

判

断

は

控

訴

物

師

の

悪

口

を

す

っ

ノ

患

者

を

話

し

ま

す

コ

そ

し

ご

、

④

だ

ま

J

で
転
医
し

前
副
の
診
察
で
検
査
を
し
て
b
れ

ば

、

と

い

川

、

ひ

ど

い

と

き

に

ほ

二

度

そ

の

結

果

を

聞

き

ま

し

ょ

う

ヲ

六

一

今

人

以

上

の

医

師

に

か

か

次

に

、

し

ば

ら

つ

て

い

る

忠

吉

く

通

院

し

て

泊

療

⑤

か

か

り

つ

け

の

医

者

か

ら

、

を

続

け

で

も

症

状

病

院

や

専

門

戻

に

転

医

し

た

え

一

が

巴

わ

し

く

な

い

い

に

、

そ

の

結

田

T
7一
か
か
り
っ

と

き

は

、

医

師

と

け

の

医

師

に

報

担

い

し

な

い

患

者

相

談

し

て

み

ま

し

(

保

健

婦

・

会

山

)

救
急
車
の
正
し
い
利
用

交
通
事
故
や
急
病
な
ど
白
山
わ
ぬ
事
態

に
出
合
っ
た
と
き
、
応
急
手
当
の
知
識

が
役
に
立
一
つ
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
応

急
干
当
だ
け
で
不
十
分
な
場
札
口
改
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
な
ど
の
診
察
を
受
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
い

病
院
に
か
け
つ
け
る
と
き
、
タ
ク
シ

ー
や
マ
イ
カ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
れ
あ

り
ま
;
。
し
か
し
、
緊
急
の
場
台
辻
、

は
忌
車
の
助
け
を
借
り
る
の
が
よ
い
で

I
U
よ
F
j
c

〈
救
急
車
を
呼
ぶ
前
に
〉

一
一
九
番
を
川
す
前
に
、
以
急
車
が

本
当
に
必
要
か
ど
う
か
巧
え
て
み
ま
し

噛圃園田応救手当の知識・へるすあい日イ廻・圃・E司周囲彊居直雇盈

次
の
よ

う
な
人

は
紋
む

車
の
利

尉
を
見

ふ
い
わ
せ

て
く
y
y
)

斗己、。
V
緊

2

に
運
ぶ
必
要
の
な
い
人

w
v
a
Z
庭
内
な
ど
で
起
予
)
っ
た
事
故
や
病

気
で
、
タ
ク
三
;
や
マ
イ
カ
ー
を
使
っ

T
忍
べ
る
人

V
伝
染
病
や
精
神
病
の
孔
片
山
緊
ま
た
は
治

療
を
受
け
る
人
(
主

1
、
保
健
所
へ
連

絡
し
ま
し
ょ
う
〕

J
川

、
V
酒
食
飲
ん
で
酔
っ
て
い
る
だ
け
の
人

同
岡
の
身
近
缶
入
「
素
人
J

の
意
児
や
臼

分
勝

F
な
判
断
は
禁
物
で
す
。
必
ず
、

専
門
家
で
ふ
る
医
師
の
指
示
を
守
っ
て

/
¥
ど
き
い
、

そ
し
て
、
治
療
に
よ
っ
て
症
状
が
消

え
ご

L
ま
っ
て
も
、
慢
性
的
な
病
気
(

L

n

同

血
げ
は
、
納
尿
病
、
肝
障
害
、
貧
血
な
い
と
)

は
、
医
師
の
桁
不
に
従
っ
て
定
期
的
に

〈
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
〉

一
一
九
番
が
通
じ
た
ら
次
の
こ
と
を

落
ち
つ
い
て
知
九
せ
ま
し
ょ
う
。

①
「
紋
急
」
と
「
火
災
の
区
別
二

一
九
需
は
、
ね
急
車
を
呼
ぶ
点
め
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
)

②
米
で
ぺ
何
?
)
い
場
所
の
住
所
と
、
そ

の
日
僚
と
な
る
建
物
な
ど
へ
自
宅
の
電

討
口
に
は
住
所
を
き
い
て

ιく
と
便
利

で
す
)
③
事
政
や
病
気
の
掻
類

(1ノ
患
者
の
数
、
年
齢
、
性
別

⑤
患
高
の
奈
態
、
意
誌
が
な
い
、
呼

吸
が
な
い
一

〈
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
〉

以
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
で
き
れ

ば
次
の
こ
と
を
わ
っ
て
く
だ
さ
い
c

す
必
要
な
応
急

F
巾
」
立
続
け
る

V
保
険
証
を
準
備
す
る

曹
救
急
半
を
誘
導
す
る
た
め
に
表
通
汁

に
で
る
ル
ハ
ハ
ゆ
和
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
連
絡

す
る
必
要
の
£
る
病
気
の
場
合
は
、
す

ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
救
急
車
が
到
着
し
た
ら
〉

放
急
よ
早
が
到
着
し
た
ら
、
以
急
隊
い
は

に
次
の
こ
と
金
伝
え
て
く
だ
さ
げ
c

す
到
者
す
る
ま
で
の
患
者
の
一
九
日
態

マ
比
四
し
た
応
急
手
吋
の
内
容

V
持
病
が
あ
れ
ば
そ
の
病
名

曹
連
終
の
二
れ
た
病
院
の
名

消
防
署
で
は
、
訓
練
存
一
受
け
た
寺
門

の
知
誠
存
一
件
つ
以
内
心
隊
員
が
一
一
十
同
時

間
い
つ
で
も
出
動
で
き
る
態
勢
全
と
っ

ァ
、
い
ま
十
。
ま
た
、
地
域
の
主
情
に

t

L

一
つ
い
た
出
動
計
一
山
を
事
前
じ
ム
リ
一
て
る

な
ど
?
〕
で
、
よ
り
速
く
、
効
目
ポ
約
九
L
J
d

動
が
で
き
る
よ
う
研
究
レ
一
訓
練
を
重
ね

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
忠
者
の
生

命
を
左
右
す
る
の
は
、
状
急
車
ヴ
到
着

3

ど
ま
で
に
施
す
応
急
手

4
P
す
。
消

防
署
、
日
本
赤
十
字
社
な
ど
て
行
っ
て

い
る
直
前
育
会
に
積
傾
的
に
参
加
し
、
け

し
い
応
急
手
当
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

耳
が
痛
い
の
は

円
健
康
の
赤
一
信
口
グ

)
一

1

日

は

耳

ぺ

付

ク

中

ん

日

〈

「

r
斗
〕

/
白
{
¥

耳
は
非
常
に
デ
ム
(
J
¥。¥
)
ノ

リ
ケ

l
ト
な
山
市
L

H

L

B
リ
ヅ
レ

で

、

耳

自

体

仁

こ

齢

噂

h

単
」
売

れ

と

い

っ

た

病

気

重

義

4

が
な
い
の
に
、
体
の
ほ
か
の
部
分
に
異

状
が
あ
一
)
た
り
す
る
と
、
耳
が
痛
く
企

る
三
と
が
あ
り
ま
す
。

耳
が
痛
心
と
き
は
り
健
康
の
赤
信
号
H

と
み
て
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
ρ

〈
耳
自
体
が
原
因
の
と
き
〉

耳
か
き
で
外
耳
道
を
侍
つ
け
た
よ
う

な
場
合
の
痛
み
は
、
ま
ず
外
傷
に
よ
る

炎
傍
だ
と
思
っ
て
間
違
い
な
い
ひ
?
v
ょ

う
。
応
急
処
置
と
し
て
ぽ
冷
湿
布
を
し
、

早
め
に
医
師
に
ふ
け
て
宅
ら
い
ま
し
ょ
う
。

医
師
の
指
心
に
従
い
抗
性
剤
失
服
用
す

れ
は
、
大
体
す
ぐ
治
り
ま
十
J

忽
紳
山
中
耳
炎
は
発
熱

7
会八

i
山
O

度
)

j
る
の
が
持
微
で
す
。
乳
幼
冗
グ

凱…レ
J

仕
出
し
て
内
科
で
診
て
も
ら
J

た
か
、

原
同
が
は
っ
き
り
し
な
い

k
う
な
場
合

は
、
人
以
の
た
め
、
耳
鼻
科
で
も
診
察
を

受
け
ま
し

f
7
0

子
供
の
引
は
、
大
人
に
比
べ
耳
管
が

た
く
て
短
い
た
め
、
外
山
掛
か
ら
の
刺
激

を
号
け
山
、
す
く
な
っ
て
い
ま
す
い

γ
什垢

(
あ
!
日
石
川
た
ま
る
な
ど
汚
れ
た
ま
と
ト
じ

し
て
お
く
と
、
バ
イ
荷
か
繁
粧
し
、
耳

が
痛
く
な
る
三
ー
と
が
あ
り
ま
す
。
耳
は

い
つ
も
清
潔
に
し
て
お
き
主
し
よ
う
。

〈
茸
以
外
の
病
気
が
原
因
の
と
き
〉

か
ぜ
、
イ
ン
フ
ル
工
ン
ザ
、
慢
性
鼻

炎
レ
さ
」
の
影
響
で
耳
が
向
く
な
る
こ
と

が
ふ
り
ま
す
。

大
人
で
も
点
血
圧
、
一
日
?
」
り
、
貧
血
、

過
労
、
衰
晴
、
市
九
年
期
障
害
な
ど
の
病

ヌ
の
た
め

μ
耳
鳴
り
が
し
た
り
、
耳
が

痛
く
な
る
場
人
口
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ

だ
ん
か
ら
健
康
へ
の
丸
配
り
が
大
切
で

す
。
特
に
冬
は
か
ぜ
を
ひ
か
な
い
よ
う

に
気
者
一
つ
け
ま
し
ょ
う
。

な
む
、
鼻
を
か
む
と
き
は
、
片
方
ず

つ
い
父
互
に
か
む
よ
う
に
習
慣
づ
け
る
よ

ろ
に
し
た
い
も
の
で
す
。
方
は
自
界
や
の

ど
に
直
結
し
て
い
ま
;
か
ら
、
あ
ま
り

強
く
鼻
を
か
む
の
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
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最

後

の

少

年

式

二

月

四

日

立

春

の

口

日
に
、
出
海
中
学
校
口

1
出

海

中

学

校

ー

で

も

第

十

九

回

少

年

口

式
が
行
わ
れ
た
。
同
校
で
少
年
式
を
迎
え
た
の
は
、
男
七
人
、
口

女
三
人
で
、
中
学
口

統
合
に
と
も
な
っ
口

て
、
今
年
が
最
後
口

の
少
年
式
と
な
り
、
]

在
校
生
を
代
表
し
い

で
畑
中
智
一
君
が
日

激
励
の
こ
と
ば
を
、
[

ま
た
、
二
年
生
一
口

人
一
人
が
誓
い
の
口

こ
と
ば
を
述
べ
て
口

決
意
を
新
た
に
し
口

た

。

口

て来なか並「
い客どしん銭
たのも入で札
。足ありあ、」

をつのりな
とて藩、ど札「札「のま支し江
め、札すが」銀 L 金でで倍た戸紙

、ので紙日寺幣
九開幣代の
一iかの、歴
三れ藩諸史
藩た札藩の
。展が
約こが幕端
三三れ 、府を
百は愛の知
、媛許つ
を東相可て
展北互をも
示か銀得り
しら行てぞ
た九長発 1
も州、Ij兵 11'ヘ

を
吸
収
:
:
:
最
後
に
最
も
注
意
す
べ

き
は
長
浜
町
将
来
の
事
業
に
し
て
、
予

は
、
当
町
の
商
業
地
に
あ
ら
ず
し
て
工

業
地
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
看
取
し

し
か
も
良
水
な
き
長
浜
町
は
、

ま
ず
水
の
問
題
を
解
決
す
る
に
あ
ら
ざ

れ
ば
到
底
上
述
の
目
的
を
達
す
る
あ
た

わ、ず・・・・・・。

こ
の
大
方
針
の
も
と
に
大
正
十
五
年

愛
媛
県
で
は
じ
め
て
の
上
水
道
敷
設
、

昭
和
七
年
に
は
六
百
四
卜
五
れ
の
大
堤

防
を
完
成
し
て
大
型
船
が
寄
港
す
る
よ

う
に
な
り
、
昭
和
十
年
関
西
唯
一
の
開

閉
橋
架
設
、
海
水
浴
場
、
県
ド
唯
一
の

水
族
館
開
設
、
そ
し
て
松
山
・
長
浜
・

大
洲
問
の
国
鉄
開
通
と
と
も
に
、
県
下

で
も
有
名
な
観
光
地
、
新
腕
(
長
浜
を
つ

く
り
あ
げ
た
。
長
泣
い
の
土
地
が
一
番
伸

び
た
こ
ろ
で
、
こ
れ
に
正
比
例
し
て
町

も
栄
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

九
月
十
七
日
の
葬
儀
は
、
十
五
人
の

そ
う
り
k

僧
侶
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
遠
近
よ

り
の
会
葬
者
は
五
千
人
を
超
え
、
地
方

空
前
絶
後
の
盛
葬
で
あ
っ
た
。
当
日
町

内
の
興
業
は
休
業
し
、
歌
舞
音
楽
会
ど

は
自
発
的
に
停
止
さ
れ
、
全
町
た
だ
眠

れ
る
如
く
し
め
や
か
で
あ
っ
た
と
い
う
。

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

久
保
七
郎
)

江戸時代の藩札展
~愛媛相互銀行~

四
十
五
年
つ
マ
つ
い
た
明
治
か
ら
大

一
正
時
代
に
は
い
る
。
大
正
か
ら
昭
和

の
初
め
に
か
け
て
の
長
浜
は
、
稀
世

一
の
人
傑
・
西
村
兵
太
郎
の
時
代
で
あ

一
λω

。大
正
三
年
三
九
一
問
年
)
四
月
、

三
十
一
歳
で
長
浜
町
長
に
就
任
、
昭

一
和
十
年
(
一
九
三
一
五
年
)
九
月
十
三

日
病
没
す
る
ま
で
の
二
十
一
一
年
間
長

一
浜
町
長
の
職
に
あ
り
、
そ
の
問
県
会

議
員
も
十
七
年
間
つ
と
め
、
県
会
議

長
の
要
職
に
も
あ
っ
た
。
か
っ
、
町
、

郡
、
県
、
瀬
戸
内
海
、
国
の
水
産
会

一
役
員
で
あ
っ
た
の
で
、
西
村
兵
太
郎

一
の
足
跡
を
見
て
い
け
ば
、
そ
の
聞
の

一
長
浜
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

一
の
で
あ
る
。

大
正
七
年
二
九
一
八
年
)
長
浜
-

n

大
洲
聞
に
愛
媛
鉄
道
が
開
通
し
、
肱

川
筋
の
重
要
な
交
通
機
関
で
あ
っ
た

「
大
正
馬
車
」
は
姿
を
消
し
た
。
こ

の
と
き
西
村
町
長
は
愛
媛
新
報
に
大

一
方
針
を
発
表
し
て
い
る
。

「
鉄
道
の
開
通
と
と
も
に
、
長
浜

…
町
の
最
も
努
力
す
べ
き
は
船
車
連
絡

…
設
備
を
わ
き
て
他
な

Li---

第一
A

に
は
接
客
機
関

一
の
改
善
に
し
て
、

一
更
に
海
水
浴
場

一
を
設
け
、
潮
湯

一
を
作
り
、
住
吉

一
公
園
に
改
良
を

加
え
、
白
滝
、

一
国
宝
沖
浦
卜
-

一
面
観
音
並
び
に

一
長
浜
鯛
を
利
用

し
て
夏
季
遊
客

ルポ。町の歴吏

!) 

d斗K6

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

八
0
年
代
の
経
済
動
向

1
俵
孝
太
郎
さ
ん
講
演
会

1

一
月
二
十
九
日
、
午
後
七
時
か
ら
町
体
育
館
で
、
フ
ジ
テ

レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
で
む
な
じ
み
の
俵
孝
太
郎
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
て
「
八

0
年
代
の
日
本
経
済
の
動
向
」
と

題
し
た
講
演
会
が
開
か
れ
た
。
町
内
か
ら
お
よ
そ
二
百
五
十

人
が
参
加
し
て
、
政
治
情
勢
や
経
済
の
動
向
に
つ
い
て
、
孝

太
郎
節
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

少子の泣げとは赤にちた話保 会
々も下きつ大外鬼豆であを母同乍ゃ
固いにだけ声、五を作と熱に児函月
ってかすでで福旦入つ、心よた虫三
て、く子い亙は符れた自にるちと日
ピ鬼れやたを内コてマ分間鬼はどの
人ちもる机。投」鬼、スたいの 、JZ節

分

目鬼

;去中
和和丁

! fjに
円 言言~ ~ 

空吊豆
ミ iま
号き
き

大

口口口口口口口口口口口口口口口[

晩年の西村兵太郎氏
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募集@表彰

義
努
実

働
き
な
が
ら
学
ぼ
う

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制

松
山
東
高
等
学
校
通
信
制
で
は
、
昭

和
五
十
八
年
度
入
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。働
き
な
が
ら
、
ま
た
家
事
を
続
け
な

が
ら
月
一
一
同
程
度
日
曜
日
を
利
用
し
て

高
等
学
校
卒
業
の
資
格
が
得
ら
れ
ま
す
。

〔
出
願
資
格
〕
:
・
中
学
校
卒
業
程
度
の

方
、
高
校
中
途
退
学
の
方
、
学
歴
に
関

係
な
く
自
分
の
好
き
な
科
日
を
勉
強
し

て
み
た
い
か

〔
学
習
方
法
〕
:
・
日
曜
日
を
月
二
凶
程

度
利
用
し
て
松
山
東
高
校
ま
た
は
束
子
、

南
子
地
方
の
指
定
校
に
出
校
し
て
授
業

を
受
け
、
定
め
ら
れ
た
υ

一
子
習
課
題
を
作

成
し
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
学
習
を
進

め
て
ゆ
き
ま
す
。
修
業
年
限
は
四
年
以

土
で
す
。

〔
出
願
期
間
〕
・
:
2
月
山
日
(
日

)
1
4

月
日
日
(
金
)
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕
・
:
干
澗
松
山
市
持

田
町
二

γ
日
一
仁
十
二
松
山
東
高
等
学

校
通
信
制
電
話

O
八
九
九
四
一
二

O
一
八
七
ぁ連
M2長
A包空
Kト→し
… う三
子ヨ刃

園Z

臨盈置密密函.... 

N
H
K
学
園
で
は
、
通
信
教
育
の
生

徒
・
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

⑧
高
等
学
校
普
通
科
コ

l
ス

N
H
K
の
放
送
を
利
用
し
て
、
働
き

な
が
ら
高
校
卒
業
の
資
格
を
と
り
た
い

方
に一
入
学
資
格
}
中
学
卒
業
・
卒
業
見
込

み
、
ま
た
は
同
等
以
上
の
学
力
の
あ
る
か

{
受
付
則
間
]

3
月
1
日
1
4
月
日
日

⑧
高
等
学
校
教
養
コ

i
ス

高
等
学
校
レ
ベ
ル
の
知
識
と
教
益
を

身
に
つ
け
た
い
方
に

{

J

X

講
資
格
一
日
歳
以
上
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も

{
交
付
期
間
}

3
月
1
円
1
4
月
間
口

⑧
社
会
通
信
講
座
(
書
道
・
簿
記
な
と

ロ
溝
峰
山
川
コ

i
ス
)

余
暇
を
利
用
し
て
、
趣
味
と
教
r

貨
を

身
に
つ
け
た
い
方
に

一
受
議
資
格
一
ど
な
た
で
も

一
受
付
期
間
}

2
円

1
H
1
4
月
初
日

詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
々
は
、
む

近
く
の
N
H
K
ま
た
は
、
左
記
ま
で
ハ
カ

キ
に
高
等
リ
J

「
校
(
普
通
科
ゴ
[
ス
)
・
高
等

学
校
(
教
養
ゴ

l
ス
)
社
会
通
信
講
座
別

を
記
入
の
う
え
、
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

干
凶
東
京
都
国
立
市
富
上
見
台
二
|
二
一

六

N
H
K
学
園
市
町
村
係
電
話
。

同

二

丘

七

一
I
t
-
-
J

二
丘
一

進

学

は

毎
日
奨
学
生
制
度
で

昭
和
田
年
度
生
募
集
中
/

毎
日
新
聞
社
で
は
働
き
な
が
ら
自
分

の
力
で
進
学
で
き
る
毎
日
奨
学
生
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
c

こ
の
制
度
は
大
学
生
、
短
大
生
、
専

門
、
各
種
学
校
生
、
予
備
校
生
に
各
コ

ー
ス
の
奨
学
生
制
度
を
適
用
し
、
必
要

な
学
費
の
貸
付
(
無
利
子
)
、
返
済
不
安

の
奨
υ

一
子
金
支
給
の
ほ
か
、
生
活
の
一
切

を
保
証
す
る
も
の
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
干
訓
大
阪
市
北
医

堂
島
一
丁
目
六
番
一
一

O
月

毎

日

新

聞

大
阪
本
社
毎
日
育
英
会
事
務
局
広
報

係

電

話

O
六
二
一
四
四
|
一
一
一
一

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

表
彰
卒
業
中
小

第
三
因
果
実
品
評
会

水
沼
さ
ん
ら
入
賞

一
円
二
十
川
口
、
町
体
育
館
で
第
二

川
果
実
品
評
会
が
問
か
れ
ま
し
た
。
町

内
の
農
家
か
ら
、
伊
予
州
、
八
朔
、
ネ

ー
ブ
ル
な
ど
じ
品
種
、
一
一
行
十
A

一占山が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
通
り
。

{
温
州
ミ
カ
ン
}
マ
一
位
H
H
水
沼
惟
孝

(
出
海
)
マ
二
位
H
H
て

-
y
野
東
(
出
海
)

マ
二
位
H
H
矢
野
直
幸
(
ム
7

坊
)
{
大
谷

伊
予
柑
}
マ
一
位

l
岡
山
一
正
(
出
海
)

マ
一
一
位

1
菊
地
久
美
子
(
豊
茂
)
マ
一
一
一

作
リ
清
水
棟
(
櫛
生
)
{
宮
内
伊
予
柑
]

マ
一
位

l
井
上
清
(
櫛
生
)
マ
二
位
U

松
岡
寛
-
(
櫛
生
)
マ
二
位
H
U
兵
頭
都

(
出
海
)
{
ネ
ー
ブ
ル
}
マ
一
位
H
H
井
上

清
(
櫛
生
)
マ
一
J

位

l
兵
一
頭
時
続
(
楠

生
)
マ
二
位

l
梶
尾
一
正
(
櫛
生
)
マ

努
力
賞

1
丸
井
恒
男
(
今
坊
)
{
八
朔
}

マ
一
位
H
H
兵
多
恒
弘
(
須
沢
)
マ
二
位

H
H
松
岡
寛
一
(
櫛
生
)
マ
一
一
一
位

1
加
納

勝
利
(
須
沢
)
{
そ
の
他
・
ポ
ン
カ
ン
}

マ
努
力
賞

1
丸
井
恒
男

(
A
7

坊

加
納
さ
ん
ら
優
良
賞

え
ひ
め
オ
レ
ン
ジ
フ
ヱ
ア

「
消
費
行
と
共
に
育
て
る
え
ひ
め
の

か
ん
き
つ
」
を
テ

l
マ
に
、
今
一
川
二
十

八
日
か
ら
よ
一
日
間
、
松
山
市
の
い
よ
で

っ
そ
ご
う
で
、
え
ひ
め
オ
レ
ン
シ
フ
ェ

ア
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
伊
r
b
J

柑
、
不
l
ブ
ル
、

甘
夏
や
ア
ン
コ
ー
ル
、
マ
コ

y

ト
な

ど
外
国
産
導
入
品
種
の
展
示
や
踊
場
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
概
要
紹
介
な
と
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
か
ら
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
c

〈
州
場
コ
ン
ク
ー
ル
γ

{
優
良
賞
]
加
納
勝
利
(
須
沢
)

〈
果
実
ゴ
/
ク
ー
ル
γ

一
優
良
賞
}
菊
地
広
毅
(
穂
積
)
問
中

堅
太
郎
(
楠
竺
)

オレンジなど出品された品評会

辛子大

司直堅
土さ主
代ん 47
出{建:ラ
可闘ソ

T31/ 
で{立
一

フ。ッシュホンカず

お安くなりました

フ yシュホンの{吏用

料が値下げになり、次のように

2 -コのタイフになりました。

脅重重

女
子
マ
ラ
ソ
ン
に

出
場
し
た
今
坊
の

登
足
治
美
さ
ん
(
二

五

)
1写
真
H
H
は、

3
時
間
1
分
日
秒

の
タ
イ
ム
で
、
出
場
百
ヒ
ト
一
人
、
完

走
行
J

一
卜
一
人
中
、
二
一
ト
一
位
に
入
る

健
闘
を
み
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
自

己
最
高
タ
イ
ム
を
担
分
別
秒
短
縮
し
、

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
課
題
の
部
で

「
特
産
ゲ
タ
ο

つ
く
り
に

励
む
婦
人
」
が
入
選

日
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

市
町
村
の
広
報
活
動
の
振
興
を
ね
ら

い
と
し
て
、
広
報
協
会
が
行
っ
て
い
る

瓦
十
七
年
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
広
報
写

真
の
部
で
「
入
選
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

選
ば
れ
た
の
は
課
題
「
働
く
婦
人
」
の

「
特
産
ゲ
夕
、
つ
く
り
に
励
む
婦
人
」
で
、

一
一
月
卜
口
、
松
山
市
で
開
か
れ
た
県
広

報
研
究
会
の
席
L
し
、
白
石
春
樹
愛
媛
県

知
事
か
-
勺
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

(新料金)

矢豆利首ダイヤ)しなし

月額 550円

I豆科首ダイ-¥'JH寸

(今までと同じ)
タイフU

月在買 1，1501"j

(旧料金)

生~，r;宿ダイヤルは、ホタンを 3 つf甲すだ

けで発信でき、持l 子の道話再幸~.を 20個ま

で記憶させることができます。プ yンユ

ホンには、卓ヒタイフと壁かけタイフが

あります。む、吉[i尾に合わせてむ選びくだ

さしミ。

伊予長浜電報電話局
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灯
)
a
:
教
室
前
面
反
射
用
と
し
で
白

滝
小
学
校
へ
。

。
出
海
九
一
区
の
松
井
宗
武
さ
ん
(
一
一
一
八
)

e:
学
校
教
育
費
の
援
助
と
し
て
二
十

万
円
を
出
海
小
学
校
ヘ
。

O
下
須
戒
九
六
区
の
泉
田
勇
さ
ん
(
五
入
)

:
角
川
国
語
大
辞
典
一
冊
を
長
浜
中

学
校
へ
0

0
仁
久
の
故
松
岡
コ
ヒ
ナ
さ
ん
代
理
・

高
岡
ヒ
什
エ
さ
ん
・
:
老
人
ホ

l
ム
施

設
整
備
資
金
と
し
で
五
万
円
(
ガ
ス

台
、
湯
沸
器
)
を
白
山
園
へ
。

。
故
一
福
田
ト
メ
さ
ん
代
理
s

山
形
政
夫

さ
ん
;
老
人
ホ
l
ム
施
設
整
備
資
金

と
し
て
五
万
円
(
流
し
台
)
を
白
山

国
へ
。

一

記

三

と

も

戦

後

、

こ

の

八

段

も

の

が

お

目

一

一

時

一

一

見

え

し

た

と

き

、

業

界

の

一

部

で

は

、

F

口
問
一
↑
三
月
三
日
は
ひ
な
祭
り
。
女
祝
い
ご
と
は
奇
数
が
普
通
だ
と
か
、
一

の
子
の
お
節
句
で
、
桃
の
節
句
と
も
八
段
は
破
談
に
通
じ
る
の
で
、
女
の
一

い

わ

れ

ま

す

。

子

の

お

祭

り

に

は

ど

う

も

と

い

う

声

一

と

こ

ろ

で

、

お

ひ

な

さ

ま

の

町

内

吾

も

あ

っ

た

よ

う

で

す

。

一

さ
ま
の
男
び
な
と
女
び
な
は
、
ど
ち
ま
た
、
本
来
の
お
ひ
な
さ
ま
の
ほ
か
一

ら
が
右
で
、
ど
ち
ら
が
左
で
し
ょ
う
に
、
毎
年
、
そ
の
年
の
ピ
ソ
グ
ニ
ュ
ー
一

か
。
多
分
ほ
と
ん
ど
の
方
が
向
判
戸
ス
に
ち
な
ん
F
Y
)

変
わ
り
び
な
が
一

っ
て
左
が
男
び
な
、
右
が
女
び
し
れ
品
発
表
さ
れ
、
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
一

な
と
答
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
社
仁
滋
起
わ
し
ま
す
。
ち
な
み
に
五
十
五
一

て
京
都
な
ど
の
一
部
地
方
の
方
越
川
勝
益
年
は
タ
'
て
ノ
ゴ
挟
び
な
、
五
十
四
一

は
、
そ
の
反
対
と
答
え
る
の
で

L
V
M
y
h盛
年
デ
ィ
ス
コ
び
な
一
四
ア
八
年
パ
一

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
〆
汀
M
H

ン
ダ
び
な
、
四
十
六
年
ウ
ー
マ
ン
一

昔
は
、
京
都
式
だ
っ
た
の
が
、
そ
の
リ
ブ
び
な
、
一
二
十
四
年
皇
太
子
御
成
一

後
変
わ
っ
て
き
た
の
だ
そ
う
で
す
。
婚
び
な
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
最
初
一

そ
れ
と
ひ
な
壇
の
数
で
す
が
、
十
は
二
十
一
年
の
リ
〉
ゴ
び
な
。
当
時
一

五
体
の
人
形
だ
け
の
五
段
か
、
道
具
の
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
η

リ
ン
ゴ
の
唄
ο

に
一

類
を
い
ろ
い
ろ
飾
っ
た
七
段
が
普
通
ち
な
ん
だ
も
の
で
す
。
こ
う
勺
フ
変
一

で
す
o
A
7
は
、
こ
れ
に
三
歌
人
|
小
わ
り
び
な
を
実
際
に
飾
る
人
は
ほ
と
一

野
小
町
、
柿
本
人
麿
、
菅
原
道
真
を
加
ん
ど
い
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
で
振
り
一

え
た
八
段
も
の
も
あ
り
ま
す
。
も
っ
返
っ
で
み
る
と
楽
し
い
も
の
で
す
ね
。
一

~、

*-
洲柴
市

二五

奥坪
田内

京義
子和

編

集

後

言己

ひ

訟

祭

り

(有)岸本印刷

暖
か
い
春
も
、
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
暖
冬
だ
っ

た
た
め
、
桜
の
開
花
も
早
ま
り
、
野
に
は

菜
の
花
や
つ
く
し
も
芽
を
だ
し
て
、
気

分
的
に
明
る
く
な
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

三
月
は
移
動
の
季
節
で
す
。
暖
か
く

な
る
と
気
も
心
も
ゆ
る
ん
で
事
故
な
ど

お
こ
し
が
ち
で
す
。
今
年
は
交
通
事
故

の
死
亡
者
が
昨
年
の
三
倍
以
上
に
な
っ

て
い
ま
す
。
お
互
い
に
気
を
つ
け
ま
し

ょ弓ノ。今
回
で
「
保
育
日
記
L

「
町
の
歴
史
」

は
終
り
ま
す
。
四
月
か
ら
は
新
し
い
企

画
で
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る

記
事
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

楽
し
く
住
み
よ
い
町
守
つ
く
り
は
、
ま

ず
人
の
和
。
ヮ
初
め
に
笑
顔
の
あ
い
さ

つ
を
μ

交
し
ま
し
ょ
う
。
(
お
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

浜

堀

山

久

司

長

男

晃

一

浦

兼

本

剛

長

女

絵

理

子

浦

川

上

哲

夫

長

女

友

梨

子

浜

和

田

誠

二

女

真

純

浜

池

田

隆

長

女

真

奈

美

長長 J中j中長 f主

日日朝
円
H
「

〆
い
い
ι昭和58年3月1日発行(毎月 1日発行)

お
く
や
み

1
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

上

老

松

糸

井

四

郎

(

六

六

)

柴

清

水

虞

右

衛

門

(

九

O
)

櫛

生

上

川

正

成

(

八

七

)

長

浜

水

本

幸

美

(

二

四

)

白

滝

久

保

直

隆

(

九

四

)

A
7

坊

服

部

ミ

ド

リ

(

六

七

)

沖

浦

漬

上

宗

重

(

六

七

)

今

坊

池

下

忠

治

郎

(

六

二

)

長

浜

山

田

勇

(

七

五

)

型

モ

ッ

プ

十

本

を

一

長

浜

中

学

校

体

育

櫛

生

玉

井

郷

二

郎

(

五

八

)

館

へ

。

住

所

氏

名

婚

姻

届

時

年

齢

長

浜

丸

井

忠

重

(

五

二

)

。
立
町
時
間
一
円
町
十
日

0
1十
七
日
目
ベ
吋
九
一
J

(

叫
耐
諸
禁
一
二
三
一
日
目
川
町
ド
町
一
日
一

A
W
N

迎
合
革
命
議
事
革
命
毒
喜
志
混
在
議
事
話
事
主
主
主
事
傘
》
生
主
幸
喜
草
宅
革
命
V
J中
屯

EUA改革
A
V
主
主
将
主
主
主
主
命
革
命
耳
止
な
J
6茸
亭
主
主
毒
事
ゃ
事
攻
考
S
苦
v曹
長
tvwvS軍
事
会
当

s
t諮
る
拐
事
w重
野
企
寝
台
環
事
事
会
議
苓
主
主
主
寄
喜
軍
事
ιb軍
事
砂
市
軍
事
。
主
主
茸
S
務
企
》

み

乱

と

か

人

の

弘

は

に

一

一

」

ト

廊

が

十

ミ

。

い

に

ら

一

遠

の

し

お

そ

平

み

ん

洋

ま

久

、

し

と

ワ

聞

が

世

一

つ

日

り

ぐ

ぽ

た

飯

が

ぐ

底

一

制

の

の

花

月

む

は

だ

か

が

日

股

ど

た

葉

て

も

て

和

お

れ

駅

こ

の

は

心

の

イ

い

い

訊
い
れ
ば
山
川

M
M
U
J
瑚
ば
一
一
一
山
蜘
一
十
一
れ
一
一
一
守
口
一
日
一
一
一
い
れ
一
日
中
小
一
忙
咋
乱
忠
山
由

M
荘
一
刊
日
一
貯
一
一
一
恥
一
日

形

州

い

ち

と

つ

煮

と

ち

昧

叶

は

矩

、

A
7

に

ん

が

て

は

ツ

中

と

人

に

の

し

住

折

E

h

U

他

対

に

に

o

句

、

で

で

ち

o

は

の

生

ど

わ

意

引

春

長

腹

o

開

か

暦

し

イ

ン

越

う

本

ち

舎

無

o

洋

叶

問

、

絶

U
M

ぞ

く

〆

が

の

言

と

い

で

目

、

な

な

う

I

、

野

切

う

満

ぽ

新

居

テ

パ

は

ろ

日

ん

出

口

被

い

和

い

じ

が

L

出
ん
ぶ
一
日

と

ら

な

一

言

片

い

し

す

い

羽

年

浅

日

い

は

っ

と

同

ン

、

イ

だ

o

か

の

に

多

も

で

ぺ

ぷ

ん

な

そ

し

ろ

た

ひ

た

得

方

o

い

め

、

と

t
一

四

ぱ

即

と

花

い

暦

に

パ

ら

テ

の

た

ぽ

昔

上

が

物

ま

丸

叫

た

り

前

う

い

川

だ

え

を

れ

を

の

う

と

ち

ち

全

対

十

え

、

た

の

を

旧

ち

と

た

〉

い

つ

つ

、

の

人

べ

昧

じ

と

と

変

お

と

酌

い

食

国

わ

る

方

い

ち

ん

ん

完

ろ

禄

い

日

つ

桜

履

、

ん

ツ

ね

パ

な

あ

い

ろ

服

会

食

中

と

だ

、

早

ふ

か

叶

い

は

の

閉

ざ

地

と

ん

か

か

不

だ

一

正

と

の

あ

は

草

に

か

ン

尋

、

の

が

も

ご

洋

都

ら

の

こ

重

と

に

汁

の

い

で

ち

本

と

え

浜

、

、

か

を

ぽ

は

ん

い

は

、

し

傷

で

で

と

う

ぽ

パ

と

で

れ

ん

の

近

に

た

な

魂

の

尊

る

ン

引

い

も

は

ん

ん

日

一

答

長

ち

目

と

っ

と

る

時

日

目

刃

開

臼

た

駄

ょ

っ

ム

か

と

垂

さ

も

品

い

着

衷

に

分

権

な

マ

つ

る

で

富

か

ろ

と

は

ん

を

こ

い

ぐ

あ

、

四

下

満

四

ず

下

た

い

だ

う

こ

の

つ

の

気

た

を

折

け

白

人

に

ン

達

分

界

に

ぽ

媛コ1Z

1月の卜 yプは
藤田豊久ー照美さんのカ yフル

2月 1日現在 前月との比較|

12，596人 11人減
人口 (男 5.971人) ( 13人減)

女 6，625人 2人I曽

世帯数 3，865世帯 2世帯減

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

昭和58年3月号

寄
対
柵
滞
納

広報ながはま

輔?


